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はじめに

私は、これまで二十数年にわたって多くの企業や政府、地方自治体とい
った行政機関などを対象に説明資料やプレゼンテーション資料について研
修、講演、コンサルテーションを行い、さまざまな分野の膨大な数の資料
についてアドバイスしてきた。本書は、そうした経験を元にまとめられた
ものである。
はたしてビジネスや行政の分野でつちかったノウハウが医療・医学分野

に役に立つのか。
読者の中にはそうした思いを抱かれる方もおられるだろうが、その思い

は、出版社から企画を頂いたときの私の思いでもあった。それを乗り越え、
本書を執筆したのは、私自身のプレゼンテーション資料についての医学・医
療分野へ恩返しをしたいという気持ちと、体験から得た確信があるからだ。
恩返しについては「おわりに」で述べ、ここでは確信を得た体験のうち

のひとつについて触れておきたい。
数年前に都内の総合病院から院内勉強会の講師のお話を頂いた。病院か

らのお話は、消化器内科の研修医が作成した院内の発表資料と、ベテラン
の脳神経外科医の先生が作成した一般向けの講演会の資料を使って、私だ
ったらどう表現するか、実際に私が同じテーマで作った資料を示しながら、
その違いを解説するというものだった。その病院には個人的にもお世話に
なっていることもあり、また担当の医師が専門的な内容について解説して
くれるということで、喜んでお受けした。準備するにあたって、勉強会で
取り上げるもの以外にも、本書の編集担当の協力も得て、幅広く医学・医
療分野の発表用資料について調べた。
勉強会当日は関係者百数十名を相手に一時間半ほどお話しし、結果は好

評だった。それを聞いて本書を執筆する価値があることを、私は確信した。
それからしばらく時間がたったが、今回、ようやく一冊にまとめることが
できた。
本書は、大会場で不特定多数の相手を対象とする場合、小さな会場で面

識のある少人数の相手を対象とする場合、また発表者と共通の専門知識を
もった相手に説明する場合、専門知識をもたない相手に説明する場合など、
広く応用できることを心がけて書いている。学会などの発表で、ぜひここ
にあげた考え方やテクニックを活用してほしい。

2015年 1月

飯田英明
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発表用スライドの変遷と本書の位置づけ

パソコンの代表的なプレゼンテーションソフ
トである PowerPointが 1987年、Aldus Per-
suasionが翌 1988年に米国でリリースされる。

 Ⅰ 導入期

米国に出張した医師がプレゼンテーションソ
フトで作成された 35ミリフィルムによる発表
を目にして国内に導入した。併行してほぼ同時
期に外資系企業の日本法人がプロジェクタを使
った発表にプレゼンテーションソフトで作成さ
れた資料を使用していた。プレゼンテーション
という言葉は、まだ新規ビジネスや商品開発、
広告などに携わる一部の人たちだけによって使
われるものであった。

 Ⅱ 普及期

90年代後半になると職場や家庭にパソコン
が急速に普及し、それににともなってプレゼン
テーションソフトも広まっていった。当初はワ
ープロや Excelとは一線を画すプレゼンテーシ
ョンソフトで資料を作るだけで関心をひいた。
プレゼンテーションという言葉は一般化し、商
談や打合せ、報告といった広く説明の場で行う
ことという使い方が広まっていった。
その後、ソフトのバージョンアップにしたが

い機能も増え、カラープリンタやプロジェクタの
普及にしたがい、カラーの資料も珍
しくなくなっていった。その一方で、
けばけばしい色づかいや「またあれ
か」と思わせる使い古されたイラス
ト、意味のないアニメーションをし
ばしば目にするようになり、どのよ
うな資料を作ったらよいのか答をさ
がす模索と混乱が続いた。

 Ⅲ 革新期

混乱にピリオドを打ったのはアップルのステ
ィーブ・ジョブズによるプレゼンテーションだ
った。それまで目にしたことのない洗練された
デザインと自信にあふれる姿は大きなインパク
トを与え、さまざまな分野で真似しようという
人が現れた。一般の人にもデザインの重要性が、
改めて認識された。
当初はプレゼンテーションにおける新しいス
タイルとして注目と関心を集めたが、真似して
説明してみると必ずしも期待したような成果が
得られない。あらためて考えてみると、スティ
ーブ・ジョブズが行うプレゼテーションは、構
想や新ビジネス、新商品を説明する場で、革新
的な内容、説明スタイル、受け入れる聴衆が揃
って成り立つものだといことに気づき、スタイ
ルだけまねてみてもうまくいかないということ
がはっきりしていった。

  現在

デザインの重要性を踏まえながら、演出過剰
にならないで伝えるべき内容をきちんと伝える
ためにはどうすべきかが課題となっている。本
書は、医療分野におけるその答を提示しようと
するものである。

＊エポックメイキングな内容や年代は、さまざまな解釈が成り立つ。ここでは本書の位置づけの理解のために大まかな傾向を示した。
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本書の内容でこう変わる

文字を中心としたスライドをビジュアル化する

チャートの表現を洗練する

改善前

文字の大きさや色にメリハリがな
いため、目で字を追わないと理解
できない

改善前

色づかいがけばけばしく、各要素
の配置が揃っていない

改善例

色づかいを工夫し、矢印を目立た
ないものにして、各要素の配置を
整える

ケース
2

ケース
1
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改善例①

文字の大きさに変化をつけ、色を
使ってメリハリをつける

改善例②

タイトルと項目の見出しに色や囲
みを使ってメリハリをつける

改善例③

チャートを使って、ビジュアル効
果を出す
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本書の構成と主な内容

＊こうした構成図（説明の設計図）の活用と作る過程については第6章で取り上げている。

フォーマットと構成

資料作成の基礎Ⅰ 資料作成の応用Ⅱ

ひと目見てわかるビジュアル表現

●シーンから考える文字サイズ
●書体と文字の大きさ
●行間隔と視覚的なまとまり　など

　　Ⅵ
●論文と発表用資料の違い
●説明の設計図を描く
●説明の流れと理解の階段　など

効果的な色の使い方Ⅲ
●背景の色
●色の数は増やさない
●既存デザインを手本に
●世代別の配色サンプル

など

表とグラフⅣ
●表は罫線を減らす
●グラフの見た目とメッセ
ージ
●グラフの種類や表現の工
夫
●凡例と注釈をつける

など

学会以外の発表：構成を練る

写真とチャートⅤ
●引き出し線と使い方
●写真の色を使う
●チャートの活用と種類
●チャートを生かすテクニ
ック

など

●スライドとメッセージ
●タイトルの工夫
●目次で予告
●紐付けスライド
●箇条書きをビジュアル化　　など

資料を仕上げる、発表する

仕上げるⅦ 発表するⅦ
●空白を生かした構図
●統一性を感じさせる
●スライドの表現をチェックする
●構成をチェックする　など

●相手に語りかける
●スライド切り替えの間
●あがり症対策　など
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Ⅱ

POINT!

スライド作成では〈テーマ〉と〈メッセージ〉を意識しよう。〈テーマ〉は、
そのスライドで「何について取り上げているのか」、〈メッセージ〉は、その

スライドから「何を理解すべきか」だ。

情報を盛り込みすぎるとわかりにくい

発表の内容を難しく感じるのは、伝える内容そのものの難易度が高いこと以外に、
伝え方に問題があることが少なくない。その代表的な例が、一枚のスライドに情報
を盛り込みすぎてしまうものだ。
右のページの一番上のスライドを見て欲しい。こうした表現は手元でじっくり見

るにはよいが、何が言いたいのか、すぐに理解できないため、一定時間で次々とス
ライドを見せていく発表にはふさわしくない。

メッセージの数だけスライドを用意する

一般的にスライドを作成するときには、まず表やグラフを作成し、そこから何が
言えるのかに取りかかるが、こうした方法では伝えるべきメッセージがあいまいに
なってしまう。伝わる表現にするにはまずメッセージを明確にし、それにふさわし
い表現を考えるべきだ。
あらためて右のページの一番上のスライドを見てみよう。このスライドには、ふ

たつのメッセージが取り上げられている。ひとつは「国民総生産が下がるなか、医
療費が増加している」ということで、もうひとつは「一人あたりの医療費は年間で

28万円を越え、国民所得に占める医療費は 10%台となっている」ことである。
人が一度に理解できるメッセージはひとつだけ。スライドはメッセージに対応さ

せて用意すべきだ。それぞれのメッセージに対応し、スライドで表現すれば、右の
ページの上から二番目と三番目になる。それぞれのスライドのテーマは、上が「国
全体の医療費について」、下が「一人あたりの医療費の負担について」となる。
メッセージごとにスライドを作れば枚数は多くなるが、そのことを恐れず、わか

りやすさを優先させよう。

人が一度に理解できるメッセージはひとつだけ ▶
一枚のスライドでひとつのメッセージを伝える ▶
スライドの枚数が増えることを恐れない ▶

10 一枚のスライドでひとつの
メッセージを取り上げる
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一枚のスライドでひとつのメッセージを取り上げる 10

一枚のスライドで、ひとつのメッセージを取り上げる

表を見ても、何を読み取っ ◀
てよいのかすぐにはわから
ない

最初に「医療費が年々増加 ◀
している」事実を伝える

次に「医療費がかつてない ◀
段階に入っている」事実を
伝える

①

②
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Ⅱ

POINT!

グラフや表を中心にしたスライドでは、グラフや表のタイトルを、そのまま
スライド全体のタイトルとすることが多いが（右ページの上のスライド参照）、

スライドのタイトルとグラフや表のタイトルを別にすればメッセージを直接伝える
表現にできる（右ページの下のスライド参照）。

グラフや表だけでは明確なメッセージを伝えられない

グラフや表のタイトルは、取り上げたデータが何について取り上げたかを示して
いるだけで、そこから何を読み取るかを伝えているわけではない。右ページの上の
スライドを使った発表では、グラフや表のスライドを見せ、何を読み取るかは口頭
で説明する。この方法では、スライドの表現に視覚的に明確な特徴がない場合、相
手は説明を聞くまで、どう解釈したらよいのか、正確に理解できない。

メッセージを表示することで発表もスムーズに

何を理解するのか見ただけでわかるようにするには、グラフや表のタイトルとは
別にスライドのタイトルを示し、そのタイトルでメッセージを表現すればよい。相
手は説明を聞く前に、スライドを目にするだけで読み取るべきことを把握でき、そ
のあとに続く説明の内容も理解しやすい。
こうした表現は、さらにもうひとつのメリットがある。発表するときに楽なのだ。

グラフや表のタイトルだけしか書かれていないスライドを使った発表では、話す内
容は記憶か、手元のメモに頼るしかない。発表に慣れていなければ不安になる。こ
うした不安は、スライドのタイトルにメッセージを入れておけば取り除くことがで
きる。たとえば右のページの上のスライドでは「本県が全国平均をつねに下回り、
近年、その較差がますます広がっている」と話す必要があるが、うっかりすると「全
国平均を下回ってる」ことだけを告げ、説明を先へ進めてしまう。
それに対して、下のスライドのように表現しておけば、何を伝えるかはスクリー

ンに映し出されたスライドを見れば、すぐに思い出すことができる。

スライドのタイトルとグラフや表につけるタイトルを別にすることでメッセージ ▶
を伝える
スライドのタイトルでメッセージを表現すれば、発表も楽になる ▶

スライドのタイトルを使って
メッセージを伝える11
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スライドのタイトルを使って メッセージを伝える 11

スライドのタイトルを、グラフのタイトルと別にしてメッセージを示す

グラフを提示し、メッセー ◀
ジは口頭で伝える

説明を聞かなくても、スラ ◀
イドを見ただけで何を理解
すべきかわかる

発表の途中でスクリーンに静寂をもたらす

PowerPoint も keynoteもスライドショー機能を使って発表しているときに、［B］

のキーを押すと、スクリーンが真っ暗になる。その瞬間に静寂がもたらされ、発表

者が話し出せば、自然と視線を集めることができる。気持ちに余裕があれば、こう

した演出で効果を上げることができる。もう一度［B］を押せば、スクリーンに元の

スライドが表示される。

なお［W］のキーを押せば、スクリーンは真っ白になる。
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Ⅱ

POINT!

説明の冒頭で目次を示せば、相手は発表内容がどこからどこへどう進んでい
くのか理解し、安心して内容の理解に専念できる。

目次は説明の流れを予告する役割を果たす

目次は必ずつけなければいけないわけではない。わずかな時間しかない場合や、
慣例にしたがった説明順序があり、相手もそうしたことをよく知っているのであれ
ばなくてもよい。ただし、ある程度の時間を取った説明であったり、説明の流れを
相手と共有していなかったりする場合には目次はあったほうがよいだろう。目次が
ないまま説明をすれば、相手はふたつのことを同時に行なうことになる。ひとつは、
スクリーンに映し出されたスライドの内容を理解することで、もうひとつはスライ
ド相互の関係、すなわち「この内容はすぐ前のスライドで取り上げられた内容とど
のような関係があるのだろう」「この説明のあとでどのような内容が取り上げられ
るのだろう」「自分が聞いておきたいことは数値データだが、それはいったいいつ
取り上げられ、この説明とどう関係しているのだろう」といったことだ。
言うまでもないが、同時にふたつのことに取り組むより、いま取り上げている内

容の理解だけに集中してもらったほうがよい。ミステリードラマのように先の読め
ない展開で相手の関心を引っ張っていく方法もあるが、終始一貫して、よほど関心
をそらさないという自信がなければ難しい。

目次のスライドは短時間で説明する

発表の場では、目次を見せ説明する時間は、せいぜい数十秒程度にとどめておく。
なかには、目次を見せながら、それぞれの項目のポイントをしゃべってしまってい
る例もあるが、そうなると相手はわかった気になり、それ以降の説明に関心を寄せ
てくれない。目次は見せるだけ、あるいは「このような順に取り上げる」というこ
とを簡単に告げるだけにしておくのが肝要だ。
また説明時間の長い発表では、途中で目次のスライドを使い、現在地を確認する

ことも考えてみよう。

状況に応じて目次をつける ▶
目次によって説明の流れを理解してもらう ▶
目次を示すことで、内容の理解に集中できる ▶

目次で説明を予告する12
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目次で説明を予告する 12

手元で読む資料の目次は詳細項目まで入れる

発表用資料の目次はひと目見て説明ストーリーがわかるように表現する

説明の途中で目次のスライドを使って、現在地を確認する

会議の配付資料であれば、 ◀
こうした表現でもよいが、
スクリーンで見ると、わか
りにくい

発表内容の予告ととらえ、 ◀
説明の流れがひとめでわか
る表現にする

スライドの枚数が多かった ◀
り、ストーリー展開がこみ
入っていたりする場合には、
説明の途中でストーリーを
思い出してもらう
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▶なぜあなたの学会発表は退屈で
わかりにくいのか!?

▶学会などの発表で使用するスラ
イドを，相手に“伝わる”ものに
するにはどうしたらいいのか？

▶スライド作成の基本から，ちょ
っと気のきいたテクニックまで
を豊富な実例で解説．

▶プレゼン技術の専門家が密かに
伝授する60の技！

1960年愛知県生まれ。筑波大学情報科学専攻卒。松下電器産業株
式会社（現パナソニック）を経て、有限会社メディアハウスA&S取
締役。コミュニケーションの戦略的な活用を専門とし、説明／説得
のためのストーリー作りとビジュアル表現をテーマにした研修、
講演およびコンサルテーションに携わる。高度な専門分野の内容
を理解し、整理した上での説明方法やプレゼンテーション資料に
対する提言・アドバイスは、二十数年の経験と1,000例を超える実
績がある。著書は『「つまらない」と言われない説明の技術』『プレ
ゼンに勝つ図解の技術〈第2版〉』（ともに日本経済新聞出版社）な
ど多数。
http://www.m-h.co.jp

飯田英明（いいだひであき）

◉プロフィール
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